
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町九町ほか１件

交付金事業の概要

デジタルＸ線画像診断システム　１式
低周波治療器・干渉電流型低周波治療器組合せ理学療法機器　１式
ナースコール設備　１式
食器洗浄器　１式

　医療機器の整備及び適切な医療サービスの提供による地域住民の福祉向上を図るため、九
町診療所と瀬戸診療所の老朽化した医療機器を更新及び入院設備の更新を行います。

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

伊方町国民健康保険診療所医療機器等整備事業

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町国民健康保険診療所
医療機器等整備事業

伊方町 12,702,800 12,702,800

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

番号 措置名 交付金事業の名称



評価年度の設定理由
設備が更新されることで効果があると考えるため、令和６年度早期に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本事業により、医療機器等を整備・充実を図ることができました。それにより、地域住民に
とって、住み慣れた地域で高度で良質な医療サービスを提供でき、地域住民の福祉向上を図
ることができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

業務の効率化
や衛生管理の
向上に伴う、
高度で良質な
医療サービス
の提供による
地域住民の福
祉向上

―

成果実績 ― ―

目標値 ― ―

達成度 ― ―

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[1]保健・医療・福祉　～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまち
　　　　　　　 づくり
　　　施策1-2 医療体制の充実
　　　　1 地域医療の充実
　　　　　国保直営診療所医療機器等整備事業
　　　　　※地域医療を支える診療所の医療機器等の整備・充実により、高度
　　　　　　で良質な医療サービスを提供します。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度



交付金事業の担当課室 町民課

交付金事業の評価課室 町民課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町国民健康保険診療所医療
機器等整備事業（食器洗浄器） 制限付一般競争入札

北沢産業株式会社
松山支店

767,800

伊方町国民健康保険診療所
医療機器整備事業

制限付一般競争入札
小西医療器株式会社

松山営業所
9,350,000

伊方町国民健康保険診療所医療
機器等整備事業（ナースコール
設備更新）

制限付一般競争入札 三德電機株式会社 2,585,000

うち経済産業省分 6,890,000 4,000,000 12,702,800 12,702,800
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 6,890,000 4,000,000 12,702,800 12,702,800
うち文部科学省分 0 0 0 0

達成度 % 100.00 100.00 100.00

令和５年度

総事業費 7,626,000 5,038,000 12,702,800 12,702,800

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

2購入医療機器数
活動実績 式 6 2 2
活動見込 式 6 2



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

1
地域活性
化措置

地域医療共同教育研究・診
療事業

伊方町 17,120,000 13,000,000

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 地域医療共同教育研究・診療事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町三机

交付金事業の概要

医師の人件費（2名）12か月分
　安定的な医師確保及び質の高い医療サービスの提供による地域住民の福祉向上を図るた
め、瀬戸診療所内に招致する愛媛大学地域サテライトセンターで同大学教職員として地域
医療教育・研究に従事する医師が、当町会計年度任用職員を兼業して同診療所において診
療に従事するのに必要な人件費に交付金を充当します。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[1]保健・医療・福祉～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-2 医療体制の充実
　　　　1　地域医療の充実
　　　　　　国保直営診療所管理運営事業
　　　　　※無医地区をつくらず、町民の健康維持と地域医療の充実を図ります。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

医師の確保
により、町
民の健康維
持と地域医
療の充実に
よる地域住
民の福祉向
上

―

成果実績 ―

目標値 ―

達成度 ―

評価年度の設定理由
　事業完了により効果があると考えるため、令和６年度早期に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本事業により、安定的な医師確保が可能となり、身近な診療所で質の高い、安心・安全な
医療を提供することができ、住民から信頼される診療所としての役割を果たすことができ
ました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度

医師人件費充当月
活動実績 月 12 12
活動見込 月 12 12 12
達成度 % 100 100 0

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

総事業費 17,420,000 17,680,000 17,120,000 17,120,000
交付金充当額 13,000,000 13,000,000 13,000,000 13,000,000
うち文部科学省分

地域医療共同教育研究・診
療事業

雇用 医師2名 17,120,000

交付金事業の担当課室 町民課

交付金事業の評価課室 町民課

うち経済産業省分 13,000,000 13,000,000 13,000,000 13,000,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

交付金事業の概要

地域環境対策作業員の人件費（９名）１２ヶ月分

町内の主要道路及び公園の環境保全並びに安全性及び利便性の向上を図るため、道路等の
維持管理を行う作業員の人件費に交付金を充当します。

1 地域活性化措置 地域環境対策作業事業

交付金充当額 備　考

1
地域活性
化措置

地域環境対策作業事業 伊方町 28,297,050 24,300,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

番号 措置名 交付金事業の名称



事業期間の設定理由

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　　2 地区内生活道路の整備
　　　　　地域環境対策事業
　　　　　・災害対応をはじめ地域住民の生活環境の利便性の向上を図る。

目標：道路作業チームは作業量と生活環境の向上が直結で正比例するため、過去
　　　の作業量と比較し、作業道路延長が過去３年間を上回る事を目標とする。
　　（令和4年度329,043m、令和3年度334,918ｍ、令和2年度350,628ｍ
　　　：過去3年平均338,196ｍ）
公園作業チームは公園等の除草面積で、過去3年平均を上回る事を目標とします。
　　（令和4年度75,891㎡、令和3年度66,055㎡、令和2年度80,710㎡
　　　：過去3年平均74,219㎡）

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度



㎡ 83,260

評価年度の設定理由

　令和5年度の作業実績をもって評価するため、令和6年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

道路作業班につきましては、例年よりも作業員が少なく、目標値を上回ることはできませ
んでした。しかし、作業員１名当たりの作業量で考えた場合、近年の作業量と同程度であ
り、少ない人数でも実施可能な作業を効率よく行うことができたといえます。
公園作業班につきましては、例年よりも作業員が１名少ない状況でありながら、目標値を
大きく超えることができました。例年よりも、木の伐採や土砂撤去の作業が少なかったこ
ともありますが、機械を使った効率的な草刈作業により除草面積が増加したと考えられま
す。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

目標値
（公園作業） ㎡ 74,219

達成度 ％

（公園作業）
除草面積

（公園作業）
除草面積

74,219㎡以上
112.18

成果実績 ｍ 260,782

目標値
（道路作業） ｍ 338,196

成果実績

達成度 ％

（道路作業）
作業道路延長

（道路作業）
作業道路延長
338,196ｍ以

上
77.11



交付金事業の担当課室 観光商工課　建設課
交付金事業の評価課室 観光商工課　建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
人件費 雇用 作業員９名 28,297,050

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 24,300,00017,400,000 26,400,000 24,300,000
うち文部科学省分 00 0 0

総事業費 28,297,05019,961,257 32,992,600 28,297,050

うち経済産業省分 24,300,00017,400,000 26,400,000 24,300,000

人 10880 132
活動見込 人 108

交付金事業の総事業費
等

令和５年度令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度令和３年度

80 132
達成度 ％ 100.00100.00 100.00

令和４年度

作業員の雇用量
（4月～3月）

活動実績



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

交付金事業の概要

一般廃棄物収集運搬等業務委託（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

　一般家庭から排出されるごみの効率的かつ適正な処理を実施するため、民間事業者に一般
廃棄物の収集運搬業務を委託し、収集運搬体制の充実を図ります。

1 地域活性化措置 伊方町一般廃棄物収集運搬等業務委託事業

交付金充当額 備　考

1
地域活性
化措置

伊方町一般廃棄物収集運搬
等業務委託事業

伊方町 50,600,000 47,500,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

番号 措置名 交付金事業の名称



事業期間の設定理由

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-1
　　　　２ 適切な廃棄物処理体制の整備
　　　　　一般廃棄物収集運搬処理事業
　　　　　・廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処理を行
　　　　　　い、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

目標：適正な収集・運搬・処理に努め、循環型社会の形成による快適で潤いのある生活を確
保する。
　　　　過去３年間の再資源化率の平均を超えることを目標とする。
　　　　（再資源化率　令和４年度18.46％、　令和３年度17.96％、
　　　　　令和２年度15.05％　過去３年平均17.15％）

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度



交付金事業の担当課室 町民課
交付金事業の評価課室 町民課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
伊方町一般廃棄物収集運搬等業
務委託事業 制限付一般競争入札

株式会社　クリーンサービス伊
方 50,600,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 22,800,000 43,000,000 47,500,000 47,500,000
うち文部科学省分 0 0 0 0

総事業費 50,600,00048,730,000 50,600,000

うち経済産業省分 22,800,000 43,000,000 47,500,000 47,500,000

23,823,053

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

979

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

1,038
達成度 ％ 109.05 111.54 98.17

令和５年度

収集・処理件数
（4月～3月）

活動実績 件 530 1,092 1,019
活動見込 件 486

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

再資源化率
17.15％以上

再資源化率

成果実績 ％ 15.67

目標値 ％ 17.15

達成度 ％ 91.37

評価年度の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施し
ます。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

目標としていた再資源化率を上回ることができませんでした。主な要因として、収集した資
源ごみが汚れていて再資源化できないことが挙げられます。今後はゴミステーションや町が
発行するゴミカレンダー等によって、汚れを落としてごみを出すように広く周知すること
で、資源化率を上げていきます。



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

21,768,732 19,000,000

44,385,903

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金充当額 備　考

1
地域活性
化措置

スクールバス等運行管理業
務委託事業

伊方町

交付金事業に要
した経費

36,000,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

1 地域活性化措置 スクールバス等運行管理業務委託事業

伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

交付金事業の概要

スクールバス等運行管理業務委託（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

交通サービスの提供による児童生徒の通学時の安全確保及び町民の利便性向上を図るた
め、町内のほぼ全域を巡回するスクールバスを、スクールバス及び地域巡回バスとして運
行するのに必要な委託費に交付金を充当します。

番号 措置名 交付金事業の名称

2
地域活性
化措置

地域巡回バス運行管理業務
委託事業

伊方町



交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[6]教育・スポーツ・文化　～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人
　　　　　　　　財）が育つまちづくり
　　　施策6-1 学校教育の充実
　　　　2 登下校時の安全確保
　　　　　スクールバス整備・運行委託事業
　　　　　※スクールバスの運行により、児童生徒の通学時の安全を確保しま
　　　　　　す。交付金事業に関係する

都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその

目標 　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[4]移住・定住　～定住の希望を叶える、住みよいまちづくり
　　　施策4-1 住環境の充実
　　　　2　総合的な交通体系の確立
　　　　　　公共交通機関の一体的な整備
　　　　　※スクールバスを活用した地域巡回バスの運行により住民の利便性の
　　　　　　向上を図るとともに、適宜運行体系の見直しを行う。



事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

% 100.00

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施
します。

令和６年度

0件
（令和２年度
実績を継続す

る）

令和５年度
における通
学児童生徒
の犯罪罹災

件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和５年度につきましても、令和４年度に引き続き通学児童生徒の犯罪や交通事故の罹災はなく、本事業の
遂行により、児童・生徒の安全に寄与することができました。巡回バス利用者数につきましては、目標値に
は届きませんでしたが、おおよそ見込通りの利用があったことから、スクールバスを有効的に活用できたと
いえます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

9,439人
（令和5年度
における巡
回バス見込
利用者数）

令和５年度に
おける地域巡
回バスの年間

利用者数

成果実績 人 9,334

目標値 人 9,439

達成度 % 98.89

0件
（令和２年度
実績を継続す

る）

令和５年度
における通
学児童生徒
の交通事故

件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 % 100.00



240
活動見込 日 120 242 241
達成度 % 100.00 100.00 99.59

306
達成度 % 98.01 102.29 101.63

令和４年度

306

活動指標 単位 令和３年度 令和５年度

スクールバスの運行日数
活動実績 日 148 313 311
活動見込 日 151

交付金事業の活動指標
及び活動実績

うち経済産業省分 18,300,000 48,189,768 36,000,000 36,000,000
交付金事業の契約の概要

総事業費 26,739,870 48,714,688 44,385,903 44,385,903

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

地域巡回バスの運行日数
活動実績 日 120 242

交付金事業の評価課室 教育委員会事務局

瀬戸地域バス運行管理業務
委託業務（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき

2,000円

三崎地域バス運行管理業務
委託業務（請負）

制限付き一般競争入札
/随意契約

岬観光開発株式会社
運行１時間につき

2,050円

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方地域バス運行管理業務
委託業務（請負）

制限付き一般競争入札 株式会社クリエイト伊方
運行１時間につき

2,050円

交付金充当額 18,300,000 48,189,768 36,000,000 36,000,000
うち文部科学省分 0 0 0 0

交付金事業の担当課室 教育委員会事務局



伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

地域巡回バス運行管理業務委託事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

番号 措置名 交付金事業の名称

2

地域巡回バス運行管理業務委託（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

交通サービスの提供による町民の利便性向上を図るため、地域巡回バスを運行するのに必
要な委託費に交付金を充当します。

事業期間の設定理由

地域活性化措置

交付金事業の概要

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[4]移住・定住　～定住の希望を叶える、住みよいまちづくり
　　　施策4-1 住環境の充実
　　　　2　総合的な交通体系の確立
　　　　　　町内公共交通確保対策事業
　　　　　※地域巡回バスの運行と共に、民間事業者との連携による交通体系を
　　　　　　維持し、地域住民の利便性向上を図る。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度



令和３年度 令和５年度 備　考

17,307,4116,400,000 19,000,000 19,000,000

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

うち経済産業省分 17,307,4116,400,000 19,000,000 19,000,000

100.00

総事業費 17,857,4069,320,350 21,768,732 21,768,732
交付金充当額
うち文部科学省分 00 0 0

交付金事業の総事業費
等

令和４年度

単位 令和５年度令和３年度 令和４年度

地域巡回バスの運行日数
100.00

120 242
達成度 % 99.59

活動実績 日 240120 242
活動見込 日 241

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

10,561

達成度 % 94.39

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施
します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和４年度の巡回バス利用者数は当初の見込よりも下回りました。より多くの町民に利用
していただくためにも、引き続き路線やダイヤ改正の要望を汲み取り、利便性向上を図っ
ていきたく存じます。

令和５年度
における地
域巡回バス
の年間利用

者数

成果実績 人 9,968

目標値 人

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

10,561人
（令和５年
度における
巡回バス見
込利用者
数）



地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい５号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき

1,518円

佐田岬有限会社
運行１時間につき

2,200円

交付金事業の担当課室 総合政策課

交付金事業の評価課室 総合政策課

交付金事業の契約の概要

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい２号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき

2,200円

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい３号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき

2,200円

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい４号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき

1,144円

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい６号）
（請負）

制限付き一般競争入札

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい１号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき

2,200円

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町九町

交付金事業の概要

一般廃棄物最終処分場　１式　　　浸出水処理施設　１式

廃棄物の適切な処理による生活環境の保全及び向上を図るため、最終処分場整備に要する経
費に充当するための基金を造成します。

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

伊方町一般廃棄物最終処分場整備基金造成事業

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町一般廃棄物最終処分
場整備基金造成事業

伊方町 343,516,000 343,516,000

番号 措置名 交付金事業の名称



- -

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和12年度

新たな最終
処分場の整
備による適
正な処分体
制を構築、
生活環境の
保全及び公
衆衛生の向
上

評価年度の設定理由
　工事の完了予定が令和11年度のため、令和12年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

-

成果実績 - -

目標値 - -

達成度

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[2]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-1 生活環境の充実
　　　　2　適切な廃棄物処理体制の整備
　　　　　　一般廃棄物最終処分場建設事業
　　　　目標：現行施設の埋立終了予定は令和10年3月までとなっているが、実際
　　　　　　　の埋立が早まっている状況であり、埋立が終了するまでに最終処
　　　　　　　分場を新設し、一般廃棄物のうち不燃ごみ、粗大ごみ等の適正な
　　　　　　　処分体制を構築、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度



契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積立 ― 343,516,000

交付金事業の担当課室 町民課

うち経済産業省分 395,842,000 217,535,000 343,516,000 343,516,000
交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分 0 0 0 0

交付金事業の評価課室 町民課

契約の目的

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

交付金充当額 395,842,000 217,535,000 343,516,000 343,516,000
総事業費 395,842,000 326,000,000 343,516,000 343,516,000

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

活動実績 件 1 1 1
活動見込 件 1 11

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

基金造成数

令和５年度



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

伊方町電源立地地域対策交付金鳥津道路新設基金造成事業

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町電源立地地域対策交
付金鳥津道路新設基金造成
事業

伊方町 213,230,000 213,230,000

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町二見

交付金事業の概要
　鳥津地区における生活道路及び災害時の避難路の確保による地域住民の生活環境の向上を
図るため、鳥津道路新設事業に要する経費に充当するための基金を造成します。鳥津道路新
設事業、L=700M、W=4.0～5.0M、R6～9fy



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[2]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　　1　幹線への接続道路の整備
　　　　　※災害時の避難道路を整備し、地区の生活環境の向上と日常生活の
　　　　　　安全と安心を高めます。

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和１０年度

鳥津地区に
おける生活
道路及び災
害時の避難
路の確保に
よる地域住
民の生活環
境の向上

評価年度の設定理由
　工事の完了予定が令和９年度のため、令和１０年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

ー

成果実績 ー ー

目標値 ー ー

達成度 ー －



令和４年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度令和３年度

達成度 ％ 100.0100.0 100.0

活動実績 件 11 1
活動見込 件 111基金造成数

交付金事業の総事業費
等

令和５年度令和３年度 令和４年度 備　考

交付金充当額 213,230,00050,000,000 150,000,000 213,230,000
総事業費 213,230,00050,000,000 150,000,000 213,230,000

うち経済産業省分 213,230,00050,000,000 150,000,000 213,230,000
交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分 00 0 0

交付金事業の評価課室 建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積立 - 213,230,000

交付金事業の担当課室 建設課


